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表 1 各基準機類 の 目標精度

1．　 ま え が き

　材料試験機 の 検定は ， 昭和 2年現在の 運輸省 に あた る

逓信省が省令をもっ て ，造船造機関係の材料試験 に 使用

さ れ る試験機を対象 に，船用品試験機 ・ 試験規程 を 制定

し，
こ れ に よ っ て ， 鋼船構造規程及 び ， 船舶機関規程 に

も 「この 規程 に よ る諸試験に使用す る試験機 は ， 船用品

試験機試験規程 ic適合 した もの で な けれ ばな らな い 」 と

し， 試験機検査 の 行政的な 措置を行 っ た こ とに始 ま る．

　本会は 昭和 21年に 前述 の 船用品試験機試験規程を検

定の よ りど こ ろ と して，造船造機 関係の 試験機 の 検定 を

還輸省 よ り引き継ぎ，同時に ，

一
般の 船用品以外に使用

されて い る試験機 の 検定依頼 に も応 じる こ とにな っ た．

　以上の い きさつ に よ り，本会は現在ま で 造船造機関係

の 材料試験に使用 さ れ る船用試験機と ，
こ れ 以外 の

一
般

に使用 さ れ て い る試験機 の検定を行 っ て い る．

　材料試験機の 検定依頼台数 は 現在年間約 12，300台 で

あ り， 各産業界 の 品質管理 の バ ロ メ
ー

タ
ー

の 役割 を示 し

て い る，そ れ に伴い 本会の 材料試験機 の 検定業務 も年 々

増加の一
途 に あ る．

　こ れ らの 検定業務 で 重要 な の は ， 検定 の 根拠 とな る力

の 標準とそ の 移転が如何 に 正確に 行われて い るか とい う

聞題で ある．

　 こ れらの 諸問題 に つ い て考察 して みた い ．

基準機の

種　　類

分　　銅

精 度

1
弾性荷重

検 定 器

実 荷 重

標 準 機

油圧 式力
基 準 機

1

器差　 ；2．

3．

実荷重 標準機の 校正 用 ，

　　　　　　　± O．OOO1％
て こ 式力基準機 の 校正 用，
　 　 　 　 　 　 　± O．001％

材料試験機 の 校正 用
　　　　　　　± 0．05％

　　　　1． 力基準機 の 校正 用 ，

　　　　 能力に相当す る荷重 の ± o．2％
安定性 ；2． 材料試験機の 校正 用
　　　　 能力の

111
。以上 で 荷重の 0．2％

各荷重 の ± O．OOI％

器 差 ；　 使用 範囲の 各荷重の ± 0．1％

安定性 ；各荷重の O．　03％

感 量 ；　 各荷 重 の O．　01％

2． 力標準体系

　力標準の 分野で 使用 さ れて い る基準機類 の 主 な も の

は ，

　田　分銅及び天秤類

　  実荷重 標準機 （デ ッ トウ ェ イ トマ シ ン ）

　〔3｝ て こ 式力基準機 （単 こ うか ん ， 及 び 複 こ うかん ）

　（4） 油圧式力基準機

　（5） 基準こ うかん

　｛6） 弾性荷重検定器 （環状形検定器 ， 容積形検定器，

　　 ロ
ー

ドセ ル な ど ）

な どが使用 目的 に合わせ，随時使用 され て い る，表 1 に

は 国内の 各基準機類の 目標精度を示 し，

標準体系を 示す．

＊ 東京支部

図 1 に 現在 の カ

3． 弾性検定器

　材料試験機 の 検定は ， 最終的 に はその 荷重精度を許容

範囲内 に お い て 保証 し， 品質保証 の 均
一

姓を保つ た め に

行われ る もの で あ る ，す な わち，荷重基準機か ら力 の 基

準値を弾性検定器等を媒介 して ， 材料試験機 に移転す る

こ とで あ る．そ こ で 重要な 役割を 演 じる の が荷重基準機

と弾性検定器 で あ る，力標準体系に 示す よ うに 力 の 移転

に な くて は な らな い 弾性検定器 につ い て 説明す る．

　弾性検定器 は，大別すれば，次の 3 つ に 分け る こ と が

で き る，

　li） た わみ形検定器 …・弾性体の た わ み を荷重測定に

　　　　　　　　　　　 用 い る弾性荷重検定器 （LoOP

　　　　　　　　　　　 型 ）

　〔ii）容積形検定器
ttt・tt…

中空弾性体 の 変形 に 伴う容積

　　　　　　　　　　　 変化を荷重測定 に 用 い る弾性

　　　　　　　　　　　 荷重検定器　（Box 型）

　岡　電気式検定器
・一・…加えた荷重 に よる電気的出力

　　　　　　　　　　　 を荷重測定に 用 い る 弾性荷重
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　 　 　 　 分銅 の 質 測定量
質量測定

実 荷 重 標準 機

11tf　　 55tf　　55tf

基 準こ うか ん

弾
’1生検 定 髫竃こ よ る．

精度検査

分銅 に よる精 度検杏

弾 性 検 定器

並列法に よ る

精度検査

て こ式力基 準 機

200tf5− 100tf

汕 圧 式 力基 準 機

500tf

弾性検定器に

よ る 精度検査

　 　 　 　 　 　 　 N ．K
r
一一一鬯F一一一一一一一Fmr−一回r−一一一疊醒一n−一一一一一一置『『．

）
1

L 一一e−一一一一
国家機関計量研

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一．一一一．一一＿−J

油 圧 式力基 準機

550kgf，55tf 　　　工．5tf．3etf，30etf

」P＿＿＿＿P卩＿一一＿＿一一＿一一一＿一＿＿一＿−r＿冖一＿＿＿一＿＿＿一」
　　　　　　　｝
1 （ラム の 直 径 測 定 分 銅 の 質量 測定 ）

弾 性 検定器 に

よる精 度 検 査

油 圧式力基準機

ltf，20tf，200tf

  前川試験機

図 1　力標準体系

図 2　 LoOP 型

図 4　 ロ ードセ ル 型

図3　 Box 型

　　　　　　　　　　　　 検定器 （ロ ード セ ル 型 な ど）

　 こ れら弾性荷重検定器の 代表例を図 2な い し図 4 に示

す ．ま た，弾性荷重検定器 に使 用 さ れ て い る材質を表 2

に 示す ．

　たわみ型検定器 につ い て は，主 に ダイ ヤ ル ゲ ージ をた

わみ測定装置 に 用 い た ル ープ型力計が用 い られ て い る．

丶
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表 2 検定 器 の 素材

齪 器　　 1 i　 l記 号
　 C　 C・　　　　　 【　 11血 　 P 　 S　 Nil α ［噛

｛
SNCM6250 ．2

〜0．30
．15
〜0．350

．35
〜0．600

，03
〜以下

0．03
〜以下

3．00
〜3．561

．OO
〜1．500

．15
〜O．30

たわみ型
，

容積型

一 ・陶 
O．15
〜0．350

．6G
〜0．900

．03
〜以下

O．G3
　以下

1．60
〜2．000

．60
〜1．000

．15
〜0，30

ロ
ー

ド セ

ル 型

ニ ッ ケ ル ク ロ
ーム モ リム ブテ ン 鋼 （SNCM 　 2 種 　5種 ， 8種 　9種），

工具鋼 （SKD ），　 Sus40， 630 な ど

しか し，そ の 使用方法 に よ っ て は精度 に か な りの 差 が 出

る．精度よ く使用する に は ， は じめ 2〜 3回 の 測定値を

捨て る か ， ま た は無駄押 しを す る こ と，荷重を加え て か

ら一定時間後 に 指示値 を 読み取る こ と （弾性体の ク リー

プ が安定するた め）， 温度変化 を で きるだ け避 けるこ と

な どの 諸点 に 注意 を払 う必 要 が あ る．こ の よ うな 注意 を

して 使用すれば， 5回測定 した指示値の バ ラ ツ キ は ，

O．　Ol　nm 目盛 りの ダ イ ヤ ル ゲ
ージ で は，約 0．4〜0．6ym

ま た，0．001 皿 エn 目盛 りの ダ イ ヤ ル ゲ
ージ で は 約 0．2〜

0，4μm で あ つ て ，
ル ープ 型力計 の 最大たわみが 4〜5

mm の もの を使用すれば ， 最大荷重 で は ， ± 0．02 ％ 程

度の 精度で力基準機 の 器差が 測定可能 で ある 。

　容積型検定器 に つ い て は ， 主に容積変化の検出に水銀

を用い ，そ の 水銀の変化量を マ イ ク ロ メ
ー

タ
ー

で 測定す

る装置を用 い た Box 型 が用 い られ て い る．こ の Box 型

は大 きな能力に対 して も割合に軽量で ， 荷重 に対す るマ

イ クロ メータ ーの 読み取り目盛数が多くとる こ とが で き

る． こ の 種 の 圧 縮 用 Box 型 の 最 大 は， 1000　tf 位 で あ

る．精度は 200tf 以上 の もの で は ， ± O．05％ 程度で あ

る，だか ら，温度変化 の 激 しい場所で の使用 は 避ける よ

うに 注意が 必要 で あ る．温度変化 に対す る Loop 型 ，

BOx 型両力形 の 補正値は，温度係数 と して JIS　B7728

で は， G．025％ ノ1°C，　 ASTM そ の他の 外国規格の 多 く

は，O．027％ 11ac を推奨 して セ、 る．従 っ て 力計本休を

使用場所の 温度 に な じませ る よ う， 1〜2時間以上前か

らセ ッ ト して お くこ とが望ま しい ．

　電子式検定器 に つ い て は ，弾性体 に 荷重を加え た と き

に生 ず る歪 み を 電気的 に 指示 させ る方式 で ，歪 み ゲ
ージ

式 ロ
ー

ドセ ル ， 磁わい 式 ロ ードセ ル な ど が用 い られ て い

る。

　電気抵抗線歪 み ゲ ージ を用 い て 測定す る歪みゲ
ージ式

ロ
ードセ ル で は，構造的 に 弾性体 の 小さな 変形量を電 気

的 に変換 で きる こ と と，遠隔測定 も可能で あ るな ど の 利

点がある．精度は ± α 05％ より良い も¢〜が ある が，そ

れ 以上 の 精度を得 る ため に は安定 した 電 源 電圧装置や，

良 い 性能 の 指示計などの 計測装置が必要 で あ る．

　強磁性体に機械的歪みを与え る と，磁化特性 が 変化す

る．10
−6rv10 −5

程度の 小さな歪み量で大幅に 磁化特性 が

変化す る の で ，こ の 磁化特性を用い て 測定す る磁わ い 式

ロ ードセ ル で は，機械的変形量が小さ く， 感度 が著し く

大きな力計を製作す る こ とが 出来 る．電気出力 が 数百

mV 〜数 V と大きく，受 感部 の 使用応力 が，4〜10　kgf’

Mm2 と小 さ い の で 過負荷に対 し て頑丈 で ある．また ，

使用応力 が 小 さ い とい う こ とは ， 定格荷重で の 変形量が

小さ い こ と とな り，密 閉構造 に し易 く，外部 の 悪雰囲気

に影響さ れ に くい 特徴が あ る．

4．　荷 重基準機の 構造 と精度

　本会 が 所有して い る 5．5tf 及び 300　tf の 荷重基準機

は，液圧 プ レス の 原理 を用 い 直径 の 大 きい ラ ム に よ っ て

荷重計 な ど の 試料に力を加え ， 直径 の 小 さい ラ ム に お も

りを載せ て ， 油圧を通 じて そ れらの つ り合い を 取る方式

の 装置で ， 大 きい 能力 の 力基準機と して は古 くか ら用 い

られて い る方式で ある．

　荷重 の 精度は，通常 ± 0．1％ と い われ るが，油圧式 で

あ る か ら ， 第一
回 目か ら正 しい 荷重 を加 え る こ とは 難 し

い ．ラ ム
，

シ リン ダ
ー

間の 摩擦 が 安定す るよ うに ，ユ〜

2回能力ま で 荷重 を 加え た後使用す る こ とが 望 ま しい。

両荷重基準機の 主 な 仕様 は，表 3 の とお りで あ る．

　両荷重基準機は，力計 に荷重を加え る本体部 ， 正 確な

油圧 を発生させ る計測 ラ ム と，重錘部及び制御部か ら構

成 さ れ て い る．図 5 に両荷重基準の 据え付け 状 態 を 示

す．

　両荷 重 基準機 と も ひ よ う量 は 異な るが，構 造的 に は全

く同 じ機構で あ る．し た が て っ ， 構造に っ い て は 300tf

荷 重基準機 に つ い て 説明する．

　ラ ム
，

シ リ ン ダ ー
の 摩擦の 影響，

コ ル ク ス ク リ ュ
ー効

果 の 影響 な ど が 確認 で きる よ うに 大小 ラ ム
．

シ リ ン ダー

共に ，シ リ ンダ
ー

を圓転可能 な搆造に 製作 して い る，器

差 の 確認 に は，ラ ム の 有効断面積 の 算 出が 重 要な要素と
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表 3　力基準機の 主仕様

基 　　準　　機 ひ 　 ょ　 う　量 ラ ム 面 積 比 ｝糎 の 縦 ｝羈 鳳 肋 ・・伽
・

5，5tf

300　tf

550kgf （D，W ）

5．5tf1

．5tf （D．　W ）

30tf300tf

1　 10

1　 20 ：200

10kgf〜5．5tf

　 36段階

50kgfty300　tf

　、63段階

120kglcm2

240　kg！cm2

300tf　荷重基準機 5．5tf 　　荷重基準機

図 5　 5．5tf 及び 300　tf荷重基準機

な る．そ こで 特 に，ラ ム
， シ リンダ

ー
の 円筒精度 ， 最高

圧力下 に お ける弾性変形 を 1120000 以下 に 極力 お さえ

る．

　また ， 精度を高 め る ため に必要な条件は，第一
は加圧

捧れ て も大小 ラ ム ，シ リン ダーの 面積比 が常に
一
定で あ

る こ とで あ る．こ の た め に は ， 大小 ラ ム
，

シ リン ダ
ーの

加圧 に よ る変形 が面積比 に及 ぼす影響を無くすた め に構

造 寸法を幾何学的 に相似 に設計，製作す る こ とが大切

に なる．レか し大小 ラ ム
， シ リン ダーは，大きさが極端

に運うなφ， 長手方向挈つ い て は全 く相似 に設計 ， 製作

す る こ とが 出来ない の で直径方向 につ い て 相似 tcse計，

製作す る ほか，ラ ム ，シ リ ン ダ ー
の 加圧 に よ り生 じる弾

性変形量を 1120000以下 に 押さえ る こ とで あ る．

　 こ こ で ラ ム，シ リン ダ
ー

の 有効断面積を ク リア ラ ン ス

の 中央 と仮定 し， 加圧 に よ りラム ，シ リン ダーともに変

化す る場合を考 え る と，ラ ム ，シ リ ン ダ ーの有効直径 の

変化率を
一
定 の 値以内に押 さえ れ ば よ い ．こ の 変化率を

ε1 とす れ ば ，
ε1 は ， 次式で 示 さ れる．

　　　・F 岩
・
務（長署÷ ・）　 ・…齟・

ω
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こ こ で

　　　　P ；作動最高圧力

　　　　E ；材料の 縦弾性係数

　　　　 rl ： ラ ム の 外半径，シ リ ン ダー
の 内半径

　　　　r2 ；シ リ ン ダーの 外半霪

　　　 K2 ； r、儷 比

　　　 1伽 ；材料の ボ ア ソ ン 比

m ＝　1013とすれば圧力と変花率は 次式の よ うに な る，

　　　　2E ε1P ＝

　　（寒ヰ … ）
……〔2）

  式より，K2 を求め る と K2＝（2eiE＋ 1．1P）〆（2εiE
−

’
o．9P）

こ こ で，2εtE
− O．　9P＞0 で な けれ ばな らな い か ら

　　　P ＜2εユ
EIO．9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・…　（3）

E ＝2．05× 1e6　kg！cni2 とす れ ば ， 変化率 ε1 を 1120000

以内に す る た め に は，許容最高圧力は約 228kg！cm2 と

な る．

　実際に は 図 6 の よ う に ラ ム
，

シ リ ン ダーは加圧 され 変

形す るもの と考え られて い る．ラ ム ， シ リン ダ
ー

の 加工

精度 は 図 6 の A 点附近 が
一

番低下 す る もの と思わ れ る，

こ の A 点附近 で ， ラム 。シ リ ン ダーが接す る と こ ろを 有

一一『一駻
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図 6　 ラム ・シ リン ダーの 変形

効直径 と考えれば ， 加工精度 の 影響をさける ため，大気

圧下 と加圧下 に お ける ラム 径 の 差を小 さくす る こ とが望

ま しい ．こ の 場合の 変化率 ε2 は

・・
一翌（1

一
茘＋羨） ……

〔4｝

で表さ れ ， こ の 面 で の有効直径 の 変化率を 1！20000以内

にお さ え るた め に は許容最高圧力 は 147　kgfcm2 とな る 。

しか し ， 2組 の ラ ム ・シ リン ダ
ー
問で 相似性が完全 に成

り立 つ な ら ば，こ れ らの 弾性変形 も荷重誤差に ならな い

こ と は，．油 圧拡大方式の 大 きな 特御の Pt つ と言 え．る、

　ま た，有効断面積の 変化を小さ くす る た め に シ リン ダ

ー
の 外側から別系統 の 外圧 （吹 き込 みとも言 う）を 加え

て ラ ム と の 間隙を 調 整する 方式の 構造を採用す る と，作

動圧力を 2000kg1C皿 2 以 上 に と る こ と が で き る．

　こ こで 本会 の 300tf荷重基準機 は表 3 の 主仕様に示す

と お り，作動最高圧力 は 240kgtcm2 で あ る た め ， 設計

基準を越 え て い る．そ こ で ｛1）式 に よ りラ ム ・ シ リン ダ ー

の 有効直径の 変化率 ε、 を計算すれば ， ほ ms
’
　lt19200と

な り，設計基準に 近 い 値 で あ る， こ の ε1 の 値 は 91S

B7728 荷重基準機に 規定 さ れ て い る 精度，100　tf 以 下で

は ± 0．05％ ，100tf を こ え る 500tf以下 で は ±O．1％を

十分に満足 して い る．従 っ て 本会の 300tf 荷重基準機

は ほ ぼ初期の 精度 を 達成 して い る も の と思 わ れ る，

5． 標準荷重基準機 の 精度管理

　荷重基準機の 荷重 の 検査 に は直接分銅を載荷す る方法

が最良で あるが ， 約 5．5〜300tfに お よ ぶ分銅を載せる

こ とは実際 に は 不可能 で あ る ，そ の た め 2 に 記 した 力標

準体系 の 図 1 に 示す よ うに 弾性検定器を用 い て 我国の 力

の 基準 と され て い る計量研 （通産省工 業技術院計量研究

所）の 力基準機 か ら本会の 荷重基準機へ 力 の 移転 を す る

方法が採用．されて い る．ま た ，，同時に 4 に認 した ラム ・

シ リ ン ダ ーの 寸法精度 か ら誤差を推定す る手段を用 い て

荷重精度の 校正 を行 っ て い る．しか し，ラ ム ・シ リン ダ

ーの直径の計測を毎年行うた め には荷重基準 機をそ の た

び ご と に 分解 しな けれ ば出来な い の で 経済的 に も不都合

が生 じる．そ こ で 製作時 ， 及 び 据付時に校正 を行い ， そ

の 後は前者 の よ う に弾性検定器を用 い た比較校正 を行 う

て い る一t　 　
．
　　 　 　　 　　 　 　　 　

’

　弾性検定器を使 っ て 長期闇 に わた う て 荷重基準機の 荷

重精度を管理す る場合 の 累積誤差，す な わ ち 荷重基準機

の 安定性 は 荷重変動の 要因で あ る ラ ム ・シ リ ン ダーの 摩

擦 の 大小 ・ 弾性検定器 の ヒ ス テ リ シ ス
， ．潰弊者の 操 作

法 ， 室温等 を一
定 に するか ， 層別 して そ の影響を消去す

る と と もに 荷重指示値の管理 を管理図 に よ p て 監視すれ
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ばよい ．

　そ こ で 昭 和 44年度 に本会の 東京支部に設置さ れ た と き

の 300tf基準機の荷重指示値 ， 20722，0 （300　tf に お け

る 300tf　Box の指示値）と 同時に 計量研 に お い て 校正

さ れ た 弾性検定器 の 指示値 20739．5 （300　tfに お け る 300

tf　BOX の抱示値）を基準に し， 各年度 の 荷重指示値を

Xi と して 次の よ うに 示す．

湿 ＝．亟 ．ユo−4
　　 s44

　 こ こで　Sz ；各年度 の 300　tf基準機に よ る荷重指示

　　　　　　　 値．

　　　　　S
“ ；昭和4年度の 300tf基準機に よ る荷重指

　　　　　　　 示値．

Xi を 用 い て 平均値 ， 標準偏差を計算した 結果 を 表 4 に

示す．

表 4　 NK と計量研の荷重指示値

・ 睡 ・・ x … ・血

　　　　 y2 ；計量研で 校正 した とき の 荷重指示値 の 分

　　　　　　 散

こ こ で 危険率 a を 0．05 とすれば

F 塁暑（O．025）區5．33

∴ 　F 。〉礑

とな り有意差 は認め られ る．

平均値 の 評価は

t・
・
．
d／》。 （

Slnl
− 1）

・
n2 （慕、）

x

NK

計量 研

20737．7

20735．6

5．01

3．86

20752．720722
．720747

．220724
．0

1．0012

1．0007

403530

麟
25

餐・・

躁 15

ユo5D

　 − 2 − 1012345678910

　　　　　　荷重 指示 回数 区分 （Xi）

　　　　　　 図 7　累積度数図

1：°
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雛
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一
般 に 力基準機の 荷重指示値は 正規分布を示す こ とが

分 っ て い るが，図 7 に 300tf 荷重基準機 の 荷重指示値

の 累積度数図を示す．また ， 標準偏差 の 評価 と平均値の

評価をそれ ぞれ JIS　Z9057 および JIS　Z9049 に より評

価すると，

標準偏差 の 評価 は

瓦畭 一 ・…

こ こ で Vi ；NK 　300　tf 基準機の 荷重指示値 の 分散

　 こ こ で Si ；NK 　300　tf基準機 の 荷重指示値 の 平方和

　　　　 S2 ；計量研で校正 した と きの 荷重指示値 の 平

　　　　　　 方和

こ こ で危険率 a を 0．05 とすれば

　 　 　 彦G ＝ 4．211

分散の 自由度

　　　f＝43．668

　　　 ∴ 　tO＜t（f，　 a ）

となり有意差は認 め られな い ．

　以上，平均値の 評価は有意差は認 め られな い が，標準

偏差は有意差が認 め られ た．こ の 結果 は NK と計量研

との 荷重検定器 の 指示値 の 表示 の 違 い か ら起 きる もの と

思 わ れ る．即ち計量研で は荷重 の 増加 と減少 の 指示値を

別 々 に検定器の 定数として い る の に鮒 して NK で は荷

重 の 増加 と減少の 指示値 の 平均値を検定器の 定数として

い る とこ ろか らこ の よ うな結果に な る もの と思われ る．

また，荷重検定器の 負荷の 安定性 も含まれて い る もの と

解 して ，参考 に 300tf 基準機の X −R 管理図 を 図 8 に

示す．

6．　 材料試験 機の 検査

　材料試験機 の 検査 は ， 試験片へ 所定 の 応力 な どを適確

に加 え つ つ 正確に稼動す る こ とを確認するた め に行われ

る もの で あ る．しか し材料試験につ い て考え る場合 に 困

難 な こ と は ， 製品の 試験結果 の バ ラ ッ キ の 中に材料試験

機 に起因する誤差と試験片に起因す る誤差 とが複雑に 混

在 し，こ の 両者 の 誤差を容易 に分離で きな い 点で あ る。

　
一

般的 に は材料試験機 の 検査は，試験片 の 強度 の 目盛

そ の もの で はな く試験片 に加え るべ き荷重 の 目盛を検査

す るな ど間接的な校正が主体とな っ て い る こ とが多 い 。

こ の よ うな間接的な 校正 で 材料試験機の 性能 を 保証す る

た め に は，荷重 目盛の校正 だ けで な く， 材料試験機 の 各

機能につ い て も検査す る必要 が ある．
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7 材料試験機の 検定実務 に っ い て （そ の 1 ・力 の 移転）
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7．　 ま とめ

  　油圧拡大方式 を 採用 して い る大荷重基準機は ， ラ ム

・シ リ ン ダ ー
の 面積比か ら一応の 精度 を 推定す る こ と が

で き る利点 が あ る．本会 の 300tf 荷重基準機 の 精度は ，

ラ ム ・シ リンダ
ー

の 面積比から推定すれば約 1！19200程

度で あ る．弾性検定器を用 い た計量研 との 比較測定で は

約 1110000で あ り
’
ほぼ初期の 目的 を 達成で きた も の と

思われ る．

  　材料試験機の 全種 の 検査方法を記述す る こ と は省略

した ．現在，材料試験機 につ い て は ， 当 支部 と して 合理

的な検査方法を検討 して お り， 成果 が 得 られたら （そ の

2）で 報告す る，

  　力基準機 の 安定性 と 弾性検定器 の 安定性 を比較す れ

ば力基準機の 安定性が 高 い ．従 っ て ， 今後 の 力基準機 の

荷重精度 の 校正 は ロ ードセ ル を用 い，並列方式で 行 うの

が 良 い もの と思われ る．

　並列方式 と は，例 え ば 300ftを 校正す る 場合，1．5tJ

の セ ル を 3個，計 4．5tf
，
5tfの セ ル を 6 個 ， 計 30　tf，

30七f セ ル を 9個，計 270tf を 使用 し，1．5tf の 分銅を

順々 に 拡大 して い く方法で あ る，
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